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○高速電力線通信推進協議会（ＰＬＣ－Ｊ）設立高速電力線通信推進協議会（ＰＬＣ－Ｊ）設立

高速ＰＬＣ推進各社一体となって実用化に取り組むことを
目的として設立

URL http://www.plc-j.org/

名 称名 称

設立日設立日

高速電力線通信推進協議会
(High Speed Power Line Communication Promoters’ Alliance of Japan：PLC-J）

高速電力線通信推進協議会
(High Speed Power Line Communication Promoters’ Alliance of Japan：PLC-J）

２００３年３月１日２００３年３月１日

１. 高速電力線通信推進協議会(PLC-J)の概要

ＰＬＣ：Power Line Communication 電力線通信
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１. 高速電力線通信推進協議会(PLC-J)の概要

－活動内容－活動内容

・高速電力線通信を利用するための技術基準（漏えい電磁界強度等）に関する検討
・高速電力線通信を実現するための技術（漏えい抑圧技術等）及び実用化手段の検討
・電力線通信の普及啓発活動
・その他、本協議会の目的を達成するために必要な活動

－会員会社（２００５年１月現在）－会員会社（２００５年１月現在）
（敬称略アイウエオ順）（敬称略アイウエオ順）

Ａ会員（合計１３社）
関西電力、きんでん、住友電気工業、東京電力、東洋通信機、日本電気、
日立製作所、富士通、本多エレクトロン、松下電器産業、松下電工、三菱電機、
ラインコム

Ｂ会員（合計２０社）
アーサー・ディ・リトル、アルプス電気、伊藤忠商事、沖縄電力、関電工※

京セラコミュニケーションシステム※、グローバルメディアオンライン※、
四国総合研究所、四国電力、住友商事、ゼルライン・ジャパン、中国電力、
中部電力、東北電力、トーエネック、日鉄エレックス、北海道電力、
三菱電機ビルテクノサービス、三菱マテリアル、鷹山 （※2005/3/1入会予定）

特別会員
武蔵工業大学 徳田教授
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１. 高速電力線通信推進協議会(PLC-J)の概要

将来的な高速ＰＬＣのＩＴ利活用イメージ

モデム

？？？

【分かりやすいインターフェース】

高齢者にも親しみやすい

学校にもインターネットが普及

【低コストな高速インターネット環境の実現】

【ユビキタスネットワークの実現】

【ブロードバンドの効率的導入】

配線が不要で便利

迅速・低コストなインフラ整備

遠隔医療 電子自治体

ＡＶサーバ

音楽配信

映像配信

遠隔教育

ＰＬＣ信号
＋商用電力

光ファイバ
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２. 開発目標と取り組み

漏えい電界低減への取組み

［目標：微弱無線局許容値以下］

漏えい電界低減への取組み

［目標：微弱無線局許容値以下］
実証実験のための制度整備実証実験のための制度整備

国 民間（PLC-J）

総務省 電力線搬送通信設備に関する研究会
H14.4～H14.8

微弱無線局の許容値を大幅に超える実験結果が多数存在

・現状では、周波数帯域の拡大は困難
・但し、漏えい電界低減技術開発が期待できることから、

実験制度整備は必要
・国際基準の検討に積極的に貢献し、我が国の状況を反映

した国際基準の策定を目指す
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２. 開発目標と取り組み

■開発目標
総務省 電力線搬送通信設備に関する研究会（2002） の結論から

使用周波数帯域 2MHz～30MHz
用途 屋内使用
漏えい電界レベル 微弱無線局の許容値以下
認許方法 型式指定等

■漏えい電界低減実験（全国14箇所）
2004年3月～
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２. 開発目標と取り組み （会員による実証実験）

松下電器産業

三菱電機（＊）

ラインコム（＊）

東京電力

富士通

東京電力

ＮＥＣ

三菱電機

（＊）実験完了済み
三菱電機（＊）

松下電工

松下電器産業

三菱電機

本多ｴﾚｸﾄﾛﾝ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ

東北電力

東北電力

中部電力

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ(*)

上段：場所

下段：設置者

大阪府

兵庫県

福岡県

熊本県

ＮＥＣ

大阪府

愛知県

滋賀県

北海道

岩手県

神奈川県

宮城県

福島県

茨城県

東京都

ラインコム
プレミネット
ＮＥＣ
ゼルライン

延べ 22社１4箇所
平成16年12月現在
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・遮蔽効果

・平衡度向上

３．屋内利用限定

１．通信方式の改善

・S/Nの改善

２．モデム平衡度の改善

・ｺﾓﾝﾓｰﾄﾞ電流低減 約6～23ｄB改善

約10～20ｄB改善

変復調技術
・ＯＦＤＭ技術
・Wavelet変換ＯＦＤＭ技術
・送信出力制御

受信感度改善
・受信トランス感度向上
・ＰＬＣ用低雑音電源技術
・雑音キャンセル技術

・トランスの平衡度改善
・ＰＬＣ用コモンモード対策回路の開発

・建物外壁による減衰
・屋内線路の平衡度

３．漏えい電界低減技術

約6～12ｄB改善
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漏えい電界の低減効果（差分）
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■上記は、２年前のモデムから、漏えい低減技術の改善（送受信アナログ部／送受信トランス部の

改善、電源部の対地平衡度の改善、さらにコモンモードチョークコイルの改善など）を実施し、

対策前後の効果の確認を行ったものである。

■２年前の対策前モデムでは最大で約７４dBμV/mの漏えい電界が確認されていたが、現在の対

策後モデムでは最大で約５０dBμV/mに低減されている。 （約２４ｄＢ改善）

図１：漏えい電界の改善例（室内３ｍ地点） 図２：漏えい電界の改善例（差分）

漏えい電界の低減効果
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対策後(2004年)

約24dB低減

スペクトラムアナライザ設定：RBW=10kHz、Peak検波、Max-Hold

3.1 低減効果 (ＳＳ方式）
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3.1 低減効果 (ＯＦＤＭ方式)

■ 従来モデムから、広帯域化や受信感度の改善により、S/N改善を行った。

■ 同一漏えい電界強度における通信性能改善例においては、約４倍の伝送速度を達成し、

同一速度で比較した場合は、２０ｄＢ以上の改善となる。

0

10

20

30

40

50

0 20 40 60 80 100 120

２０ｄＢ以上

伝送速度* (Mbps)

(dBuV/m)

電

界

強

度 02年当時

現在

約４倍

伝送速度と漏えい電界（海外での実環境における実験結果）
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3.2 戸建住宅における実証実験結果
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・建物周囲の最悪値（実効値）で約30dBμV/m

・使用周波数(4MHz～28MHz)の一部帯域(低平衡度、線路長共振)で漏えいが大きくなるが、

その他帯域では環境雑音以下（10～20dBμV/m）

室内 モデム近接

（RBW=10kHz，sample検波[RMS]，2軸合成）
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送信
アナログ部

受信
アナログ部

受信復調部

送信変調部

送受信
トランス部

ＣＭＣ部
（ｺﾓﾝﾓｰﾄﾞ
ﾁｮｰｸｺｲﾙ）

ＤＴＥ
ＩＮＦ部

電源
フィルタ部

電源部高速広帯域
電力線モデム

送信
アナログ部

受信
アナログ部

受信復調部

送信変調部

送受信
トランス部

ＣＭＣ部
（ｺﾓﾝﾓｰﾄﾞ
ﾁｮｰｸｺｲﾙ）

ＤＴＥ
ＩＮＦ部

電源
フィルタ部

電源部高速広帯域
電力線モデム

3.3 各種漏えい電界低減技術概要

★送信回線結合部
・ＣＭＣ技術
・送信トランス技術
・送信アナログ技術

★送信変調部
・SS技術
・OFDM技術
・Wavelet-OFDM技術

★受信復調部
・雑音回避技術

OFDM/Wavelet-OFDM技術
・雑音ｷｬﾝｾﾙ技術

★電源部他
・電源フィルタ技術
・電源技術

★受信回線結合部
・受信感度向上技術
・受信トランス技術
・受信アナログ技術
・ＣＭＣ技術

 

PLC専用
フィルタ

各種漏えい電界低減技術概要（モデムの基本ブロック図ベース）を示す。

２年前の研究会当時と比較すると全てのブロックにおいて新しい漏えい電界低減技術が開発され

ており、現段階の技術レベルで、実用上は十分なのではないかと考える。

ＰＣ

電力線

ＰＣＰＣ

電力線



All Rights Reserved, Copyright © 高速電力線通信推進協議会 2003-2005

13

資料１－３

3.3 各種漏えい電界低減技術概要

○受信感度を向上させるトランスの開発

電流飽和耐力

電源用
トランス

（電力伝達効率大）

（雑音飽和耐力大）

小 大

大

小

受
信
感
度

ＶＤＳＬ用
トランス

（電流飽和耐力小）

データスループットの改善 (改善前→改善後)
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○受信感度を向上させる電源の開発

漏えい抑圧

（低雑音/低漏えい）

小 大

小

大

雑
音
電
圧

一般用途用
電源

ＰＬＣモデム用
トランス

ＰＬＣモデム用
電 源

通信方式の改善(受信感度向上)
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3.3 各種漏えい電界低減技術概要

送信信号点
発生

伝送路
受信信号点

再生

(1)データ
信号点

(2)データ
＋

ゼロ点

(4)データ
＋

ゼロ点
＋

雑音

(5)データ
信号点

①ゼロ点
挿入

④雑音除去

③補間予測
②ゼロ点
間引き

(3)電力線の雑音
スペクトル例

(放送波等の飛来雑音時)

通信方式の改善(雑音キャンセル技術)
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3.3 各種漏えい電界低減技術概要

電流飽和耐力

電源用
ＣＭＣ

（電力伝達効率大）

ＬＡＮ用
ＣＭＣ

（信号減衰量小）
（雑音飽和耐力大）

小 大

大

小高
周
波
信
号
減
衰
量

○不平衡信号を低減するコモンモードチョークコイル（ＣＭＣ）の開発

コモンモード電流特性 (改善前→改善後)
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コモンモード電流特性 (改善前→改善後)
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ＰＬＣモデム用
ＣＭＣ

コモンモード電流の低減



All Rights Reserved, Copyright © 高速電力線通信推進協議会 2003-2005

16

資料１－３

3.3 各種漏えい電界低減技術概要

■送信出力制御技術

・ＯＦＤＭ変調の場合には、上記例に示すように、Wavelet関数（時間軸および周波数軸で直交した

関数）や特殊なwindow関数を用いることで、ＯＦＤＭ特有のサイドローブを効率よく低減可能であり、

周波数利用効率を維持したままで、特定帯域に的を絞った効率的な漏えい電界低減が可能である。

・ＳＳ変調（スペクトル拡散通信）の場合にはノッチフィルタ搭載により、同様の対応が可能である。

Wavelet変換OFDMによる送信出力制御例

WOFDM Spectrum

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

0 5 10 15 20 25

Frequency[MHz]

出
力
レ

ベ
ル

[d
B
]

送信出力制御によって、出力を低減

-35 dB

ﾒｲﾝﾛｰﾌﾞと第一ｻｲﾄﾞﾛｰﾌﾞの差が
35dB以上

送信出力制御
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3.4 屋内利用限定による環境改善

■適用エリアの変更（適用エリアを当面、屋外設置から屋内設置に限定する）

・モデムを屋外に設置した場合には、電力線の片線が電柱で接地されており、対地間平衡度が悪く、

漏えいしやすい環境にある。

・一方、モデムを屋内に設置した場合には、電力線が非接地系であるため、対地間平衡度が良く、

漏えいが発生しにくい環境にある。 また、建物外壁によるシールド効果も見込めるため、

屋内設置は屋外設置に比較し、漏えいはさらに低減する。

・同一モデムを電柱設置の場合（2002年研究会時）と屋内設置の場合（現在）で、漏えい電界の差を

比較すると、設置場所の変更によって、漏えい電界が１０～２０ｄＢ低減していることがわかる。

屋内配線 PLC

PLC

PLC

配電線

接地線

PLC

屋外系 屋内系

電力線
片線接地

電力線
非接地 建物外壁

あり
建物外壁
なし

屋外設置と屋内設置の比較 屋外／屋内漏えい電界比較結果

PLCモデム柱上設置時の屋外漏えい電界

20

30
40

50

60

70

80

90

0 10 20 30周波数 (MHz)

電
界

強
度

(d
B

u
V

/
m

)

屋外設置（On）

屋外設置（Off）
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20

30

40

50

60

70

80

90

0 10 20 30周 波 数 (MHz)

電
界

強
度

(d
B

u
V

/m
)

屋 内 設置 （On）

屋 内 設置 （Off）
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屋内利用限定による漏えい低減の効果
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平均値
39dB

80％平均値
30dB

LCL [dB]

度
数

・屋内配線の平衡度：２５５箇所の屋内コンセント測定結果は平均39dB
・2002年研究会の実験においても、住宅側40dB、配電線側25dB（一戸建住宅）という結果が得られている。

２００２年研究会 実験ＷＧ測定値屋内コンセントの平衡度測定結果（度数分布）
※JEITA PLC-PG および PLC-J 測定

3.4 屋内利用限定による環境改善

屋内利用限定による平衡度の向上

住宅側
40dB

電柱側
25dB

0

20

40

60

80

100

120

0 5 10 15 20 25 30
周波数　[MHz]

L
C

L
 [

dB
]

３９ｄB



All Rights Reserved, Copyright © 高速電力線通信推進協議会 2003-2005

19

資料１－３

用語集

OFDM （Orthogonal Frequency Division Multiplex)：直交周波数分割多重）

Wavelet：時間軸および周波数軸で直交した関数

SS (Spread Spectrum)：スペクトル拡散

CMC（Common Mode Choke）：コモンモードチョーク

LCL ( Longitudinal Conversion Loss ) ：不平衡減衰量

VVF：ビニル絶縁ビニルシース平形ケーブル
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■セミナー・学会など
7/4 ＥＭＣフォーラム 松下電器
7/7 マルチメディア推進フォーラム 東京電力
9/3 電気学会Ｃ部門大会 松下電器、松下電工、日立製作所、

関西電力、ラインコム
10/15 京都情報化フォーラム 関西電力
11/11 Microwave Workshops & Exhibition 松下電工
11/30 ＳＳＫセミナー 関西電力、三菱電機、東京電力
1/21 電気四学会関西支部 関西電力、松下電器
1/22 日経バイト2005年2月号 三菱電機

■ＨＰ
本多エレクトロン http://www.honda-elc.com/
ＰＬＣ－Ｊ http://www.plc-j.org/

※準備中 数社

実験データの公開状況
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実験結果例１(集合住宅)
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■モデム使用時における漏えい電界

・図１、２は、集合住宅において電気室から２Ｆのコンセント間で通信を実施し、モデム使用時と

未使用時（電源OFF）の電気室前それぞれ３ｍ、１０ｍの地点における漏えい電界強度を測定した

ものである。

・漏えい電界の最大値は、屋外３ｍ地点で４２dBμV/m、１０ｍ地点で３２dBμV/mである。

電気室～2Fｺﾝｾﾝﾄ

（コモンモードフィルタ使用）

図１ 電気室前３ｍの漏えい電界（屋外） 図２ 電気室前１０ｍの漏えい電界（屋外）

信号帯域 信号帯域

●測定条件

・ｻﾝﾌﾟﾙ検波 average表示

・RBW=VBW=10kHz

●対策後max.
屋外測定
ｻﾝﾌﾟﾙ検波
42dBμV/m

●対策後max.
屋外測定
ｻﾝﾌﾟﾙ検波
32dBμV/m

添付資料1
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実験結果例２(工場敷地内の住宅)

■装置平衡度の改善による改善効果例

・図１、２は、工場敷地内の住宅において室内のｺﾝｾﾝﾄ間で通信を実施し、ﾓﾃﾞﾑ使用時と未使用

時(電源OFF）の室内（壁直近）および屋外（壁から10m点）での漏えい電界強度を測定したもの

である。

・漏えい電界の最大値は屋内３mでは約４５dBμV/m ⇒ 屋外１０ｍでは約３２dBμV/mである。

図１ 室内（壁直近）の漏えい電界 図２ 屋外（壁から10m）での漏えい電界

室内ｺﾝｾﾝﾄ間で通信

（電界強度は、平均値にて測定）

通信帯域 通信帯域

●対策後max.
屋内測定
ｻﾝﾌﾟﾙ検波
45dBμV/m

●対策後max.
屋外測定
ｻﾝﾌﾟﾙ検波
32dBμV/m

●測定条件
・ｻﾝﾌﾟﾙ検波 average表示
・RBW=VBW=10kHz

添付資料1

室内：壁直近（ﾓﾃﾞﾑOff/ONの比較）
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屋外：壁から10m（ﾓﾃﾞﾑOff/ONの比較）
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実験結果例３(山間部の工場内オフィスビル)

■各種漏えい電界抑圧技術搭載後の改善結果例

・上記は、山間部の工場内オフィスビルにおいて、外壁より3m点で漏えい電界を測定したものである。

・実験検証場所は山間部にあり、環境雑音は低めである。(環境雑音は約10dBμV/m程度)

・漏えい電界は最大約13dBμV/m以下に低減されている。

図１：漏えい電界の改善例

●モデム仕様

・変調方式:Wavelet-OFDM

・送信帯域:4MHz～28MHz

●測定条件

・モデム設置場所:

工場内オフィスビル

・モデム接続点:壁面ｺﾝｾﾝﾄ(2F)

・測定点:外壁より3m点

(地上高1m)

・ｻﾝﾌﾟﾙ検波 average表示

・RBW=VBW=10kHz

●対策後max.
外壁3m点
ｻﾝﾌﾟﾙ検波
13dBμV/m

添付資料1
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ＰＬＣモデム設置室
（通信区間：室内）

×
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ベランダ側

Ａ地点（通路）

Ｃ地点
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集合住宅：７Ｆ測定地点
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Sample検波
RBW=VBW=10kHz

●対策後max.
屋外近傍測定
ｻﾝﾌﾟﾙ検波
38dBμV/m

●A・C地点は、モデムON/OFFによる差は観測できない

実験結果例４(集合住宅、近傍１ｍでの測定)添付資料1
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戸建住宅実証実験結果（詳細）添付資料2

北側 10m
（RBW=10kHz，sample検波[RMS]，2軸合成）

10

20

30

40

50

60

70

80

0 5 10 15 20 25 30

周波数 MHz

電
界

強
度

dB
u
V

/
m

リビング（101-②）
和室（105-⑥）
off



All Rights Reserved, Copyright © 高速電力線通信推進協議会 2003-2005

26

資料１－３

戸建住宅実証実験結果（詳細）添付資料2

北東側 10m
（RBW=10kHz，sample検波[RMS]，2軸合成）
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戸建住宅実証実験結果（詳細）添付資料2

東側 10m
（RBW=10kHz，sample検波[RMS]，2軸合成）

10

20

30

40

50

60

70

80

0 5 10 15 20 25 30

周波数 MHz

電
界

強
度

dB
u
V

/
m

リビング（101-②）
和室（105-⑥）
off



All Rights Reserved, Copyright © 高速電力線通信推進協議会 2003-2005

28

資料１－３

戸建住宅実証実験結果（詳細）添付資料2

南東側 10m
（RBW=10kHz，sample検波[RMS]，2軸合成）
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戸建住宅実証実験結果（詳細）添付資料2

南側 10m
（RBW=10kHz，sample検波[RMS]，2軸合成）

10

20

30

40

50

60

70

80

0 5 10 15 20 25 30

周波数 MHz

電
界

強
度

dB
u
V

/
m

リビング（101-②）

和室（105-⑥）
off



All Rights Reserved, Copyright © 高速電力線通信推進協議会 2003-2005

30

資料１－３

戸建住宅実証実験結果（詳細）添付資料2

南西側 10m
（RBW=10kHz，sample検波[RMS]，2軸合成）
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戸建住宅実証実験結果（詳細）添付資料2

西側 10m
（RBW=10kHz，sample検波[RMS]，2軸合成）
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戸建住宅実証実験結果（詳細）添付資料2

北西側 10m
（RBW=10kHz，sample検波[RMS]，2軸合成）
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